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4 3 2 1 平均 評価 現状分析と今後の取り組み 学校関係者評価

学生 ①
守秘義務を厳守し、対象の個人場情報を適
切に取り扱うこと扱うことができる

24 9 0 0 3.7 A

教員 ①
守秘義務を厳守し、対象の個人情報を適切
に取り扱うよう指導している

8 0 0 0 4.0 A

学生 ②
ケアの実施時にはプライバシーの保護がで
きる

19 13 1 0 3.5 A

教員 ②
ケアの実施時にはプライバシーの保護の必
要性を学生に説明している

8 0 0 0 4.0 A

学生 ①
対象者の価値観や生活背景を考えて看護を
計画できる

8 25 0 0 3.2 B

教員 ①
対象者の価値観や生活背景を考えて看護を
計画するよう指導している

4 4 0 0 3.5 A

学生 ②
受け持ちの患者以外ともコミュニケーショ
ンがとれる

9 18 6 0 3.1 B

教員 ②
受け持ちの患者以外ともコミュニケーショ
ンがとれるよう指導している

3 4 0 1 3.1 B

学生 ①
ケアについて十分に説明し、対象者の意思
決定を支えられる

7 23 3 0 3.1 B

教員 ①
ケアについて十分に説明し、対象者の意思
決定を支えるよう指導している

5 3 0 0 3.6 A

学生 ②
ケアを実施する時に安全上行ってはならな
いことがわかる

13 20 0 0 3.4 A

教員 ②
ケアを実施する時に安全上行ってはならな
いことを指導している

8 0 0 0 4.0 A

学生 ③
実施した看護のプロセスや結果と対象者の
全体像を結び付けて評価できる

4 26 3 0 3.0 B

教員 ③
実施した看護のプロセスや結果と対象者の
全体像を結び付けて評価するよう指導して
いる

4 4 0 0 3.5 A

学生 ④
対象者の反応が予測と異なるときに、教員
や指導者に相談できる

11 20 2 0 3.3 B

教員 ④
対象者の反応が予測と異なるときに、教員
や指導者に相談するよう指導している

7 1 0 0 3.9 A

学生 ①
自己の看護を振り返り、自己の課題に取り
組むことができる

8 23 1 1 3.2 B

教員 ①
自己の看護を振り返り、自己の課題に取り
組むことができるよう指導している

7 1 0 0 3.9 A

学生 ②
専門職として生涯にわたり学習を続け、成
長していくために自己を評価し、管理して
いく重要性について理解できる

11 20 2 0 3.3 B

教員 ②
専門職として生涯にわたり学習を続け、成
長していくために自己を評価し、管理して
いく重要性について指導している

4 4 0 0 3.5 A

学生 4 26 3 0 3.0 B

教員 4 3 1 0 3.4 A

学生 6 27 0 0 3.2 B

教員 4 4 0 0 3.5 A

学生 12 20 1 0 3.3 B

教員 4 4 0 0 3.5 A

学生 11 22 0 0 3.3 B

教員 5 3 0 0 3.6 A

学生 12 21 0 0 3.4 A

教員 5 3 0 0 3.6 A

学生 11 21 1 0 3.3 B

教員 6 2 0 0 3.8 A

①倫理観の育成 5

看護の実践をよりよくするために創意工夫する
ことができる

看護の実践をよりよくするために創意工夫する
ことができるよう指導している

6

他職種の役割を理解したうえで看護職者として
の役割を果たすことができる

他職種の役割を理解したうえで看護職者として
の役割を果たすことができるよう指導している

○多職種連携はその必要性を理
解し、実践できると学生は考え
ている。

○チームメイトやクラスメイト
などとも協力しながら、問題を
解決するように指導もできてい
ると考える。

・学生・教員ともに必要性を理
解し、実践できているため、指
導の成果がでていると考える。

・７において1人の学生が「2」
と評価している。チームメン
バーと必要な情報の共有があま
りできなかったというのは、本
人にとって実習が辛く苦しいも
のになったのではないかと危惧
する。教員が早期に気づく必要
がある。

9

チームの一員としてより良い看護を実践するた
めに、他者に支援を求めることができる

チームの一員としてより良い看護を実践するた
めに、他者に支援を求めることができるよう指
導している

10

看護を実践するために常に自己の健康状態に留
意している

看護を実践するために常に自己の健康状態に留
意しているよう指導している

7

対象の健康問題の解決・回避に必要な情報を
チームメンバーと共有することができる

対象の健康問題の解決・回避に必要な情報を
チームメンバーと共有することができるよう指
導している

8

対象の健康問題の解決・回避に向けてチームメ
ンバーと協働することができる

対象の健康問題の解決・回避に向けてチームメ
ンバーと協働することができるよう指導してい
る

②多職種との連
携

令和５年度　看護専攻科　学校評価及び第三者評価

・倫理観の育成は学生時代に培
うべき最も重要な観点である。
その中で学生・教員ともによい
評価があることは喜ばしいこと
である。

・全ての項目において、教員評
価に比べ学生評価が低い。

・学生と教師との評価点数の差
が幾分か見られるが、学生は自
分に対して厳しい評価をつける
傾向にあるのではないか。今後
焦点化し、さらに分析を試みて
ほしい。

・４①において１と答えている
学生がそれぞれ1人ずつあり、
評価も0.7の乖離がみられる。
学生自身に自己の課題が何かを
気づかせるような指導が必要で
あると考える。

・学生は自己の取り組みについ
て反省を含めて厳しく見ている
のではないか。それぞれ努力し
ていると思う。

対象となる
人々に平等
に看護を提
供する

2

自己の責任
と能力を適
切に認識
し、実施し
た看護に責
任をもつ

3

社会の人々
の信頼を得
るように
し、個人と
しての品行
を常に高く
維持する

4

1  グラデュエーションポリシー

評価観点・項目 評価内容

①
倫
理
観
の
育
成

守秘義務を
厳守し、対
象の個人情
報の保護に
努める

1

４：とても当てはまる　３：ある程度当てはまる　２：あまり当てはまらない   １：全くあてはあらない

○学生の自己評価はすべて3以
上となり倫理観の育成はできて
いると考えられる。これは教員
の自己評価からもわかるよう
に、倫理観の育成の為に的確な
時期に的確な方法で指導をして
いる成果と考える。

○評価番号３の③、評価番号５
が3.0と低い。今後は看護実践
の評価を対象者の状態を考えな
がら評価ができるよう、指導す
る必要があると考える。

○看護実践の創意工夫は学生の
基本的な知識や技術の上に成り
立つと思われる。まずは基本的
な技術を身につけられるよう
に、技術指導やフィジカルアセ
スメントの充実を図り、その後
学生への発問をするなど創意工
夫を求めるような指導が必要で
あると考える。

○学生と教員の評価点の乖離が
最も大きいものは評価番号４①
である。
教員は学生の課題に気がついて
指導しているが、学生はその指
導に気がついていないのか、ま
たは学生が気がついていても課
題解決に積極的に取り組んでい
ないかで今後の取り組み方が変
わる。状況の確認を行いたい。

○自己の課題を受け入れ、解決
のための行動変容には多くの時
間を費やすと思われる。繰り返
し、長期に指導していく必要が
あると考える。



4 3 2 1 平均 評価 現状分析と今後の取り組み 学校関係者評価

学生 5 27 0 1 3.1 B

教員 4 4 0 0 3.5 A

学生 8 23 1 1 3.2 B

教員 3 5 0 0 3.4 A

学生 11 21 1 0 3.3 B

教員 6 2 0 0 3.8 A

学生 6 25 2 0 3.1 B

教員 5 3 0 0 3.6 A

学生 9 24 0 0 3.3 B

教員 5 3 0 0 3.6 A

学生 7 23 3 0 3.1 B

教員 4 4 0 0 3.5 A

学生 7 26 0 0 3.2 B

教員 3 5 0 0 3.4 A

学生 5 28 0 0 3.2 B

教員 4 4 0 0 3.5 A

学生 4 20 9 0 2.8 Ｃ

教員 0 7 1 0 2.9 B

学生 12 19 1 1 3.3 B

教員 7 1 0 0 3.9 A

学生 8 23 2 0 3.2 B

教員 6 2 0 0 3.8 A

学生 3 27 3 0 3.0 B

教員 1 6 1 0 3.0 B

学生 5 28 0 0 3.2 B

教員 6 2 0 0 3.8 A

学生 ①
興味関心を持ったことを文献やインター
ネットを適切に活用し、納得がいくまで調
べる

7 24 2 0 3.2 B

教員 ①
興味関心を持ったことを文献やインター
ネットを適切に活用し、納得がいくまで調
べられるよう指導している

3 5 0 0 3.4 A

学生 ②
自分の考えを文献などを活用しながらまと
め、対象者に伝えられる

3 27 3 0 3.0 B

教員 ②
自分の考えをまとめ、対象者に伝えられる
よう指導している

6 2 0 0 3.8 A

学生 4 28 1 0 3.1 B

教員 5 3 0 0 3.6 A

学生 4 28 1 0 3.1 B

教員 3 5 0 0 3.4 A

25

自己評価を常に行い、評価に基づいて学習を継
続している

自己評価を常に行い、評価に基づいて学習を継
続できるよう指導している

⑤考える力の育
成

23

自分が果たすべき役割を理解し、役割を確実に
遂行している ・知識の定着や深まりに向けて、

興味関心や探究的な態度、自学自
習の姿勢などが強く求められる。
高校時から身につけておく必要が
あると思う。

・特に双方向のコミュニケーショ
ンに苦手意識があるのかもしれな
い。発表のみならず、質疑応答、
意見交換の機会を増やしていくこ
とも必要ではないか。

・学生評価、教員評価ともに満足
できる結果となっている。

・23の②において学生と教員の評
価に解離が見られる。伝えること
ができていないと推測するのであ
れば、伝える場所と方法について
指導する必要があると考える。

自分が果たすべき役割を理解し、役割を確実に
遂行できるよう指導している

24

客観的に物事をとらえ筋道を立てて看護上の問
題を解決できる

客観的に物事をとらえ筋道を立てて看護上の問
題を解決できるよう指導している

○学生評価が3.0を超えている
ことから、概ね満足できる結果
である。

○評価番号23の②の学生評価が
3.0であるが教員評価は3.8と大
きな乖離がある。評価番号23の
①から、問題解決のための方法
を理解し実行しているが、相手
に「伝える」ことが充分にでき
ていないのではないかと考え
る。

・学生は同世代の人とのコミュニ
ケーションは多いが、異世代の人
や社会の情勢には関心が薄いと思
う。日本において社会の変化がど
のように進んでいるか、様々なメ
ディアや異世代の方々との出会
い、交流等から積極的に学ぶこと
が、今後の看護にも役立つと考え
る。

・19の学生の回答は、全ての項目
の中で一番低い評価が出ている。
新型コロナの未知の感染症の流行
等、実際に起こったパンデミック
の事象をうまく捉え、学生に考え
る力を育む指導が必要である。

・19は④自己研鑽より③臨機応変
に対応する力の内容の方が妥当で
はないか。

社会情勢やその変化に関心を向けているよう指
導している

20

人々の健康に関わる職業についていることの責
任を自覚している

人々の健康に関わる職業についていることの責
任を自覚しているよう指導している

21

看護師として看護上の問題を解決するために知
識や理論を深める努力をしている

看護師として看護上の問題を解決するために知
識や理論を深められるよう指導している

22

保健医療システムの理解に努めている

○質問項目19は学生、教員共に
3.0を下回っている。少子高齢
化や健康問題の変化等社会の変
化に伴って政策の変更など医療
を取り巻く状況も変化する。変
化に目を向け、対応できる人材
を育成が課題である。

○教科の中では法規などを取り
上げているが、社会の中でどの
ように扱われているのか、とい
うところまで発展できてないと
考える。今後の課題である。

④自己研鑽

19

社会情勢やその変化に関心を向けている

保健医療システムの理解ができるよう指導して
いる

16

対象の家族や重要他者を含めて看護を実践でき
る

対象の家族や重要他者を含めて看護を実践でき
るよう指導している

17

対象がもつ様々な生活背景を理解したうえで看
護を実践できる

対象がもつ様々な生活背景を理解したうえで看
護を実践できるよう指導している

・知識・技術の習得は全ての項目
について学生評価がBとなり、ほ
ぼ満足できる結果が出ている。

・11と12に評価１と答えている学
生が1人ずつある。同一の学生か
はわからないが、この少数の学生
に対しても「なぜできなかったの
か」、「どのようにすればよかっ
たのか」等の振り返り指導を行
い、取りこぼしのない指導をお願
いしたい。

・評価観点に「臨機応変に対応す
る力」とあるが、それを評価する
設問が見当たらないように思う。

対象の意思や価値観、ライフスタイルなどを考
慮して看護を実践できるよう指導している

12

対象の健康状態を把握するために情報を多角的
に収集しアセスメントできる

対象の健康状態を把握するために情報を多角的
に収集しアセスメントできるよう指導している

13

原理・原則に基づいて対象に安全かつ安楽な看
護を提供できる

評価観点・項目 評価内容

原理・原則に基づいて対象に安全かつ安楽な看
護を提供できるよう指導している

14

看護学・医学などの専門的知識に基づいて対象
の健康問題を把握できる

看護学・医学などの専門的知識に基づいて対象
の健康問題を把握できるよう指導している

15

対象の発達段階に関心を向けながら、日々の看
護を実践できる

対象の発達段階に関心を向けながら、日々の看
護を実践できるよう指導している

③知識・技術の
習得

臨機応変に対応
する力

11

対象の意思や価値観、ライフスタイルなどを考
慮して看護を実践できる

18

家庭、労働、学習環境など、対象が生活する場
を理解したうえで看護を実践できる

家庭、労働、学習環境など、対象が生活する場
を理解したうえで看護を実践できるよう指導し
ている

○知識・技術の習得については
すべての学生評価は3.0を超え
ており、満足できる結果となっ
ている。



4 3 2 1 平均 評価 現状分析と今後の取り組み 学校関係者評価

学生 3 24 5 1 2.9 B

教員 2 5 1 0 3.1 B

学生 3 26 4 0 3.0 B

教員 0 7 1 0 2.9 B

学生 3 27 3 0 3.0 B

教員 1 6 1 0 3.0 B

学生 4 27 2 0 3.1 B

教員 4 4 0 0 3.5 A

学生 5 22 5 1 2.9 B

教員 3 3 2 0 3.1 B

学生 3 23 7 0 2.9 B

教員 2 2 4 0 2.8 C

学生 5 19 9 0 2.9 B

教員 1 7 0 0 3.1 B

学生 2 25 6 0 2.9 B

教員 2 6 0 0 3.3 B

学生 1 25 7 0 2.8 B

教員 1 7 0 0 3.1 B

学生 3 28 2 0 3.0 B

教員 3 4 1 0 3.3 B

学生 6 26 1 0 3.2 B

教員 2 6 0 0 3.3 B

教員 2 6 0 0 3.3 B

③教育環境の
整備

7

学習するための教材や図書は十分である ・悩み、学習での疑問などを持つ
学生を、一人として漏らすことな
く受け止めていく体制づくりは、
今後とも継続して取り組む課題で
あると思う。各年度ごとに具体的
な対応策を練り、実践し、改善を
加えていってもらいたい。

・９において「２」と回答してい
る学生が約2割いる。担任だけで
なく学生に関わる全ての教員がカ
ウンセリングマインドで面談を実
施する必要がある。

学習するための教材や図書は十分に提供してい
る

8

個別指導・進路相談など学生をサポートする体
制が整っている

個別指導・進路相談など学生をサポートする体
制が整っている

・①看護専攻科のスクール・ポリシーについて学生・教師それぞれの評価が対応して示されていること、②学生と教師の評価結果を対比されている、この2点で
良いまとめ方である。このため、学校評価において課題を的確にとらえることができた。

○全般的に

○学習環境の調整が不十分であ
る。昨年12月にパソコンを導入
された。今後はインターネット
とつなぎ、授業等での活用がで
き環境を整えていく予定であ
る。

○学生が相談しやすい環境を整
えていく必要がある。

・学生・教員ともに地域との連携
を理解し、活用した学びや指導が
行われている。

地域を活用した実習施設を利用し、地域の人々
への理解が深まるようにしている

11

病院や施設での実習内容が充実している

学生が病院や施設での実習内容に満足できるよ
うに体制を整えている

実習施設や関係施設などと連携がとれるように
体制を整えている

○地域との連携を自覚し、実習
等の学習に取り組んでいること
が学生の評価からわかる。今後
も地域を大切にした学習活動を
継続していきたい。

9

先生に学習や心身の健康上の悩みを相談しやす
い

学生が学習や心身の健康上の悩みなどを相談し
やすい体制を整えている

④地域で暮ら
す人々の理解
と貢献

10

地域を活用した実習施設が充実している

わかりやすい授業を行い学習内容の理解や定着
に努めている

②専門知識・
態度の定着

4

専門的な知識・技術が身につく授業が展開され
ている ・看護専攻科では主体的な学びが

基本となるので、高校時から身に
つけたい資質である。

・外部講師の関係で、カリキュラ
ムが過密になっている現状で、学
生たちはよく頑張っていると思
う。

・もう少し高校課程での学びが専
攻科での基本となっている事を実
感できるような工夫があれば、と
考える。

専門的な知識・技術が身につくよう指導してい
る

5

高校課程で学んだことを活かしながら学習が進
められる

高校課程で学んだことを活かしながら学習が進
めらるよう授業展開をしている

6

①主体的な問
題解決能力の
育成

1

自分から学習するように課題が提供されている ・看護専攻科では主体的な学びが
基本となるので、高校時から身に
つけたい資質である。

・1，2，3の設問に対して「1」
「2」と回答している学生が9～
18％いる。主体的な能力育成をめ
ざして、さらなる指導力の強化が
求められる・

自分から学習するような課題を提供する工夫を
している

2

問題を明確にし、解決する力がつくような授業
が展開されている

問題を明確にし、解決する力がつくような授業
を展開している

3

授業はわかりやすい

カリキュラムは効果的に学習が進められるよう
に編成されている

カリキュラムは効果的に学習が進められるよう
に編成されている

○評価番号１の課題について学
生評価が低い。課題は提供して
いるが、教員の評価からも、自
ら学習するような指導にはなっ
ていないと考える。課題の提出
の仕方も問題であると考え、工
夫が必要である。

○専攻科の1年間でほとんどの講
座を修了するためには、1つの科
目が終了すると、すぐ次の講座を
始めなければならないので、過密
スケジュールとなっている。よっ
て効果的ではないと自覚しながら
も、教員がそのフォローを行って
いる現状がある。

○今後も高校課程で学んだことを
復習しながら、学習目標を達成で
きるように工夫していく必要があ
る。

２　カリキュラムポリシー

４：とても当てはまる　３：ある程度当てはまる　２：あまり当てはまらない   １：全くあてはあらない

評価
項目 評価内容


